
高さ（Ｈ）
標準型

建具の適用符　号 形状（　）内はらんまを示す

記　号 建　具　分　類
幅（Ｗ）数　量

寸法(mm) 建　　具　　枠

(mm)
枠　見　込

枠－くつずり
枠廻り記号

(mm)

ガ　ラ　ス

種　類 厚　さ
防火戸
の適用 建　具　用　金　物 備　　　　考
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建具表(12)

A-53

A1 ： S=1/30

A3 ： S=1/60

WRI、WRGI：糸引き欄間

WRT：竹節、P：障子欄間

木製

糸引き格子欄間
1 481 －

ー

図示 ー ー
WRI

1
ーー4012

1 526 －

ー

図示 ー
WRI

2
3355

木製

硝子入り糸引き格子欄間
3 481 －

ー

図示 ー
WRGI

1
3P3104

木製　竹の節欄間 1 330 －

ー

図示 ー
WRT

1
ーー1688

木製

紙障子欄間
1 300 －

ー

図示 ー
P

1
ーー1126

ー

ー

ー

ー

木製

糸引き格子欄間
ーー

木製

2枚引違い　紙障子欄間
1 359 －

ー

図示 ー
P

2
ーー3355 ー

木製

2枚引違い　紙障子欄間
2 359 －

ー

図示 ー
P

3
ーー3506 ー

P

4 木製

2枚引違い　紙障子欄間
3 359 －

ー

図示 ー ーー4415 ー

糸引き格子欄間　詳細図　1/5

糸引き硝子入り欄間　詳細図　1/5

障子欄間　詳細図　1/5

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事（Ⅰ）　

130

吊束

130

吊束

130

吊束

130

吊束

130

吊束

5
7
1

WRGI-1

1367

4
5

4
8
1

4
5

4575 1367 45 75

1487

4
5

6
5

6
3
6

6
0

3
6
1

6
0

1
1
0

601247 12060

3104

組子+硝子+組子

WRI-1

18214575 1821 45 75

1941

6
5

601701 12060

4012

組子9×9@19

WRI-2

1612.5

4
5

6
1
6

6
0

3
6
1

1
0
5

3355

組子

1612.5

1492.5 60

4
5

6
5

4
5

6
3
6

6
0

3
6
1

6
0

1
1
0

5
7
1

4
5

4
8
1

4
5

6
5

60

WRT-1

1688

P-3

4
5

4
4
9

3
5
9

3506

1688

4
5

859

30 799 30

P-4

4
5

4
4
9

3
5
9

4415

2142.5

4
5

1086.25

30 1026.3 30

1688

2142.5

130

吊束

P-2

4
5

4
4
9

3
5
9

3355

1612.5

4
5

821.25

30 761.3 30

1612.5

P-1

4
5

3
9
0

3
0
0

4
5

1126

WRI：糸引き格子欄間　WRGI：糸引き硝子入り欄間　WRT：竹の節欄間　P：障子欄間

組子5×5@17

組子5×15@60
組子5×15@60 組子5×15@60

組子5×15@60

長押鴨居

2
8
5

1
9
5

玉縁

45 754 90 45754

3
0

1
3
5

3
0

9
0

4
5

無目

たすき

3
3
0

材種は全てヒノキとする

枠：黒漆塗り 枠：黒漆塗り

枠：黒漆塗り

4
5

5
2
6

4
5

※アルミ製建具については、すべて今回工事に含む。（自動ドア開閉装置、ガラス、金物一式）

※木製建具については、木製建具枠（鴨居、敷居）は今回工事対象。その他は今回工事対象外。

＜特記＞

・建具及び枠は特記なき限り、ヒノキ上小節とする。

・木部の仕上げは特記なき限り、木材保護塗料塗りとする。

・黒漆塗りは、工場塗装とする。

・敷居に溝がある場合は、敷居埋めカシ材（ケヤキt6.0）を溝底に設置。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R
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6
1

6
0

45

6
5

4
5

3
6
1

6
0

1
1
0

4
5

3
5
9
(
3
0
0
)

組子5×15

60

30

30

欄間鴨居　45×120

欄間敷居　45×120

枠　23×60　

黒漆塗り

組子　9×17

枠　23×60（105）

黒漆塗り

欄間鴨居　45×120

欄間敷居　45×120

枠　23×60　

黒漆塗り

組子　5×9（両面）

枠　23×60

黒漆塗り

フロートガラス　ｔ3

押し縁9×9

枠　ヒノキ　30×34

欄間鴨居　45×120

欄間敷居　45×120

枠　ヒノキ　30×34

障子紙

9 9 9

101010

6
0

60

9
9

1
2
1
2

9
9

9

1
2

1
2

欄間鴨居　45×120

欄間敷居　45×120

枠　23×60　

黒漆塗り

枠　23×60（105）

黒漆塗り

組子　9×17

6060

1
1
0

45

欄間鴨居　45×120

欄間敷居　45×120

枠　23×60　

黒漆塗り

枠　23×60

黒漆塗り

組子　5×9（両面）

フロートガラス　ｔ35 5 5

9

9

161212 12

2
7

1
5

5
5

3
0

3
0

4
5

5
5

5

2
3

2
3

554 54 5

欄間鴨居　45×120

欄間敷居　45×120

組子5×15

障子紙

枠　ヒノキ　30×34

枠　ヒノキ　30×34

90 754 45

1
5

1
5

1
5

1
5

つか

節（節の深さ7.5） 玉縁

玉縁

たすき

片

ぶ

た

柱

つか：90×90

9
0

玉縁：30×60

9
0

6
0

1
2
0

無目：120×45

3
0

3
0

たすき：6×30

無目

6
0

3
0

上胴

9090

3
0

1
3
5

3
0

9
0

4
5

120

60

90

30
黒漆塗り

Y13

X21

Y13

S=1/10
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4
5

1
3
0

1
7
.5 ▽長押

2
4.

5
1
8

1
2

1
2.

5

2
4.

5
1
8

構造用合板t12+GB-Rt12.5、漆喰調塗装

漆喰調塗装

130

4
5

1
3
0

1
7
.5 ▽長押

2
7

1
5
.5

2
71

5
.5

構造用合板t12+ラスボードt7.5+茶根岸砂壁(下地含)t7.5

茶根岸砂壁

1
2

7
.5

7
.5

454.5

＜長押下部＞　簓子下見板張り

130

1
3
0

454.5

通り芯

壁芯2
0

＜長押上部＞　漆喰塗り

130

1
3
0

通り芯

壁芯2
0

9
0

1
2

2
0

2
8

間柱：45×45

間柱：45×45

間柱：90×45

間柱：90×45

▽ガラリ水切,土台水切

▽長押

室内壁(漆喰調塗装　もしくは　茶根岸砂壁)

室内壁(漆喰調塗装　もしくは　茶根岸砂壁)

外壁(簓子下見板張り)

外壁(白漆喰)

Y21

474.5

Y22

909

434.5

210

2
1
0

4
5

2
5

1
2

1
5

2
5
1
2

1
5

(耐力壁) 1
3
0

＜長押下部＞　羽目板張り・簓子下見板張り

X6

3
0.

5
3
0.

5

＜長押上部＞　漆喰塗り

X6

210

2
1
0

1
3
0

4
5

1
2

2
01

2
2
0

130

9
7 1

4
5

△長押

舞
良
戸

硝
子
障
子
戸

舞
良
戸

▽長押

長
押

▽

3
0.

5
間

柱
454.5

9
0

8
1
2
2
5

1
5

カキコミ

柱

付け柱

柱

付け柱

柱

柱

カキコミ

柱

柱

柱

柱

外壁入隅調整材
ヒノキ48×48H3600

壁下地（両面共）
：防水シート

押縁付き羽目板貼り（梁下まで）

簓子下見板張り（長押下まで）
※長押上は白漆喰壁

(耐力壁)

押縁付き羽目板貼り（梁下まで）

白漆喰壁

2
5

1
53

0.
5

壁下地：防水シート

壁下地：気密シート

壁下地：防水シート

壁下地：気密シート

壁下地（両面共）
：防水シート

7
.5

5

カキコミ

1
2

1
2

亀裂防止ネット

1
0

5

亀裂防止シート

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事（Ⅰ）　

今回工事範囲
（ただし室内側の構造用合板については、構造図に記載ある箇所については、今回工事の対象）

今回工事範囲
（ただし、間柱や構造用合板については、構造図に記載ある箇所については、今回工事の対象）

今回工事範囲
（ただし、間柱や構造用合板については、構造図に記載ある箇所については、今回工事の対象）

今回工事範囲
（ただし室内側の構造用合板については、
　構造図に記載ある箇所については、今回工事の対象）

今回工事範囲
（ただし室内側の構造用合板については、
　構造図に記載ある箇所については、今回工事の対象）構造用合板 構造用合板

構造用合板

構造用合板

1
0

1
0

10

漆喰下地板 t9.0（ラスカットボード同等品）

漆喰下地板 t9.0（ラスカットボード同等品）

白漆喰

白漆喰漆喰下地板 t9.0
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A-54

壁詳細図 A1 ： S=1/5
A3 ： S=1/10

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

【壁詳細図】 外壁 縮尺　1/5

【壁詳細図】 室内壁 縮尺　1/5

縮尺　1/5【壁詳細図】 外壁　御車寄袖壁
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高レベル復元的整備エリア

玉藻池

エントランス部

エントランス部

高レベル復元的整備エリア復元的整備エリア

高レベル復元的整備エリア復元的整備エリア

N石（既存）
踏石(既存)

石(既存)

石(既存)

石(既存)

石(既存)

石(既存)

多機能トイレ

復元展示室A
(御座所)

復元展示室B
(御次の間)

WC1
売店・キッチン

休憩スペースE

ホール

PS
DS

受付

通り土間
ギャラリー

御車寄

北エントランス

南エントランス

EPS

収納

復元展示室廊下1

廊下1

廊下2

WC前室

復元展示室A,B縁側

休憩スペース縁側

復
元
展
示
室
C
縁
側

倉庫1

倉庫2

倉庫3

ポーチ

休憩スペースD
休憩

スペース
C

休憩スペースF
休憩スペースB

休憩スペースA

戸袋
1戸袋

2

戸袋
4

戸袋5

戸袋6

戸袋7

戸袋3

復元展示室C

復元展示室C前室

復
元
展
示
室
廊
下
2

外部階段1

外部階段3

外部階段2

玄関

PS

車椅子乗換
ｽﾍﾟｰｽ

外部ｽﾛｰﾌﾟ1
1/20

外部ｽﾛｰﾌﾟ2
1/20

WC2

中央エントランス

カフェカウンター

受付カウンター

自立式フェンス（6台）

戸袋1

戸袋3

戸袋2
戸袋6

戸袋7

家具

木造作

外部階段1

外部階段2

内部階段1

内部階段2

上がり框

腰壁,手摺
内部スロープ1

金物

天袋,地袋金物
違い棚金物

釘隠し
柱・長押交差部共通

釘隠し(両面)
吊束・長押交差部共通

自動ドア

出隅金物
雨戸回転金物

出隅金物
雨戸回転金物

石

外部階段4

下足箱

下足箱

下足箱

照明ダクト1

照明ダクト2

自動ドア

出隅金物
雨戸回転金物

吊束

吊束

吊束

釘隠し(両面)
吊束・長押交差部共通

吊束

凡例

戸袋5 戸袋4

外部階段3

欄干金物欄干

長押釘隠し

土台釘隠し

釘隠し
柱・長押交差部共通

床・内部階段・手すり
下足入れ・腰掛け
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A-55

部分詳細図キープラン A1 ： S=1/70
A3 ： S=1/140

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事（Ⅰ）　※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。



部分詳細図(1) 56
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A-56
A1 ： 図示

【家具】 縮尺　1/15 縮尺　1/15 縮尺　1/15、1/30下足箱 【家具】 受付カウンター 【家具】 カフェカウンター

【木造作】 腰壁、手摺 縮尺　1/10 【木造作】 玄関　上がり框 縮尺　1/10

【木造作】 内部階段1 縮尺　1/10 【木造作】 内部階段2 縮尺　1/10

【木造作】 外部階段1、外部階段2、外部階段3 縮尺　1/20

縮尺　1/15【家具】 自立式フェンス

【木造作】 車椅子乗り換えスペース、内部スロープ1　床詳細 縮尺　1/5

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、家具に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、含水率は15％以下とする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。 一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R 家具、木造作

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事（Ⅰ）　

※木製床組は、今回工事の対象。
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※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、家具に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、含水率は15％以下とする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。

部分詳細図(2) 57
164

A-57
A1 ： 図示

【木造作】 縮尺　1/20戸袋1、戸袋2、戸袋4 【木造作】 縮尺　1/20戸袋3、戸袋5

【木造作】 縮尺　1/20戸袋6、戸袋7

※高レベル復元的整備エリア戸袋 ※高レベル復元的整備エリア戸袋

※復元的整備エリア戸袋

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R 木造作（戸袋）

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事（Ⅰ）　

※舞良戸（木製建具）は今回工事対象外。（ただし、鴨居と敷居は今回工事対象）
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部分詳細図(3) 58
164

A-58
A1 ： 図示

【木造作】 縮尺　1/10御座所、御次の間縁側　欄干 【金物】 縮尺　1/2釘隠し

【金物】 縮尺　1/2御座所、御次の間縁側　欄干金物（笹金物）

【金物】

縮尺　1/20

出隅金物、雨戸回転金物

【石】 外部階段4

縮尺　1/5
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階段踏石（3段）：花崗岩（真壁石）
　　　　　　　　　　 水磨き 裏面処理
　　　　　　　　　　 面取りR2

接合部：
欠き込み20×60

敷居:
ヒノキ上小節（見掛）
180×170 階段踏石（3段）

30.5

御車寄階段巾木：
スギ上小節t30.5w700×h150
段形状
木材保護塗料

御車寄階段巾木

壁：押縁付き羽目板貼り
（押縁）スギ30×20
（羽目板）スギt15W217

柱210×210

30.5

1
9
5

下地モルタルt30

御車寄階段巾木

階段踏石（3段）

舗装：花崗岩（真壁石）t30
　　　  小叩き　裏面処理

壁：押縁付き羽目板貼り（梁下まで）

B

B部断面図

A部断面図

平面図

A

X7 X6

舗装

Y21 Y22

909

【金物】 トイレ　突き出しサイン 縮尺　1/4 縮尺　1/4【金物】 トイレ　壁面サイン

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。

壁：
簓子下見板張り（長押下まで）
※長押上は白漆喰壁

耐力壁

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R 木造作、金物、石

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事（Ⅰ）　

※舞良戸は今回工事対象外
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中桟
支柱：ヒノキ　45×60
面取り（4面）10×10
＠858.7（南側）
＠625.3（東側）
＠530.4（西側）

中桟：ヒノキ　45×30  

幕板：ヒノキ　t12　W200 H205
外形曲線加工

見切り板

見切り板:ヒノキ　120×55  

一筋敷居

（※共通）
木部は木材保護塗料1回塗り

笹金物：真鍮 t2.0 特注柄　彫金　下地金物付き
　　　　　 撥水剤塗布（各支柱上端に設置）
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支軸：銅製棒φ15
　＊出隅金物に溶接

出隅金物：銅板t2

一筋鴨居
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建具溝範囲
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支軸：銅製棒φ15　H40
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4
0

4
0

銅板t3 バイブレーション
硫化いぶし仕上クリア塗装
スタットボルト止め

1
8
0

2
0
0 1
8
0

2
0

1
8
0

2
0

1
8
0

1
8
0

58 77 65

1
8
0

2
0

9
0

WC1　1カ所

WC2　1カ所

多機能トイレ　1カ所

▽FL+1500

▽FL+1500

▽FL+1500

スタットボルトボンド充填

ビス止め

310

 t3  t3  t3  t3

 t3

76 78 7876 143 76 158

78
正面図

見下図

正面図

断面図 正面図

・使用箇所：内部長押、外部長押
・地金素材：銅t2.0
・装飾技法：打出し、毛彫り、魚子
・着色：鍍金

六葉釘隠し

・使用箇所：外部土台
・地金素材：銅t2.0
・装飾技法：打出し
・着色：煮色仕上
　（煮色液：緑青+硼砂+硫酸銅）

丸型釘隠し
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真鍮t2.0　特注柄　撥水剤塗布

化粧鋲：真鍮　半球φ8
　　　　　 撥水剤塗布

欄干金物（笹金物）　縮尺　1/2
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A-60
A1 ： 図示

【金物】 エントランス部　自動ドア外付枠、自動ドア上部庇 縮尺　1/20 【金物】 縮尺　1/5照明ダクト1

【金物】 縮尺　1/5照明ダクト2

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R エントランス自動ドア

照明ダクト

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事（Ⅰ）　
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センサーカバー：
アルミPL-2曲げ+カット

（AW上枠一部切り欠き）
（W=中間方立まで）
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75

上枠：アルミt2.0 曲げ加工
２次電解着色HL

木製点検パネル
：スギt12のうえ
　スギリブ材4×12＠12張り

センサー
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照明器具(電気設備工事)
配線穴
：20φ半割り＠1818

配線穴

ダクト内側
黒色(艶消し)塗装：SOP

特記なき限り、
鉄部は防錆塗装のうえSOP塗装(現場塗り)とする。
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A-61
A1 ： 図示

【金物】 廊下2　自動ドア外付枠、自動ドア上部庇 縮尺　1/20【造作】 廊下2　自動ドア周囲見切り

廊下2

収納

1818

Y16Y17

909

X2

2727

廊下1

廊下1廊下2廊下2受付

縮尺　1/20【金物】 自動ドア防護柵（AD-1、AD-2)

縮尺　1/20【造作】 自動ドア防護柵（AD-3)

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F

意匠主任技術者　松本洋平（一級建築士第367970号）

一級建築士事務所第12399号(有)香山建築研究所　　東京都文京区本郷2-12-10UT本郷3F
管理技術者　長谷川祥久（一級建築士第289714号）

香	山	建	築	研	究	所
K	O	H	Y	A	M	A　　A	T	E	L	I	E	R 廊下2自動ドア

防護柵

断面図立面図

平面図

環境省新宿御苑管理事務所

令和7年度新宿御苑日本館御殿工事（Ⅰ）　
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断面詳細図　S＝1/5

C部詳細図　S=1/5
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A-62
A1 ： 図示

【御車寄】 縮尺　1/10

懸魚：スギ１枚板　無節
　　　　W1150×400　t70
　　　　手掘り彫刻　加工
　　　　側面は胡粉塗装
　　　　その他は、木材保護塗料

23
5

60

淀：スギ

瓦しっくい

4
7

6
0201

2
3
5

70

ケラバ板：スギ格子：
30×45＠210

垂木
（構造図参照）
小口面に胡粉塗装

木板：
スギt15本実

下地垂木：スギ45×45＠450

改質アスファルトルーフィング

耐水合板t12

瓦しっくい

淀：スギ

広小舞：スギ
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201
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合板t12

改質アスファルトルーフィング

桟木：30×30＠450、通気スリット30×30＠900

下地垂木：
スギ45×45＠450

木板：
スギt15本実
格子：
スギ30×45＠210

垂木（構造図参照）
小口面に胡粉塗装

ケラバ板：
スギt76 H235
上小節　反り付き
化粧目地付き
（V字断面10×6、
　曲面状凹断面φ32.5)
小口面には胡粉塗装

V字目地

曲面状凹目地

20
5

淀：スギ 上小節
60×201　反り付き

60

150

瓦しっくい：

23
5

垂木（構造図参照）
小口面に胡粉塗装

頂部 立面図 ケラバ下端　立面図

ケラバ　詳細図

軒先詳細図

部分詳細図(7)

【軒樋、　這樋、縦樋、箱樋】 縮尺　1/20

這樋
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90

樋受金物A：＠454.5
ブラケット）銅板PLt4 H20
ベースプレート）銅板PL t3.0
銅製釘で木部に固定　　　　　　

樋受金物B

這樋の天板無しの範囲

軒樋B

集水箱樋B

呼樋

竪樋

受金物

受金物

集水箱樋A：銅板 t0.5 曲げ　角出し鞘管90×60L80

軒樋A：銅板 t0.5 曲げ　半丸樋φ90　

軒樋B：銅板 t0.5 曲げ　半丸樋φ120

這樋：銅板 t0.5 90×60
　　　先端部曲げ加工
　　　吊子銅板40×40＠300にて屋根に固定

250

1
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5

1
5

200

150

110

集水箱樋B：銅板 t0.5 曲げ
200×100×140

呼樋：銅板 t0.5 曲げ
200×90〜110×90、L=880

竪樋：銅板 t1.2 φ90

受け金物：
ブラケット）銅板PL t1.2 ＊ベースプレートに溶接固定
ベースプレート）銅板PL t3.0　銅製釘で木部に固定

受け金物：
ブラケット）銅板PL t1.2 ＊ベースプレートに溶接固定
ベースプレート）銅板PL t3.0　銅製釘で木部に固定

樋受金物B：＠454.5
ブラケット）銅板PLt4　H20
ベースプレート）銅板PL t3.0
銅製釘で木部に固定

140

竪樋

雨水桝

姿図 断面詳細図

平面図

※特記なき限り、外部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。また、付柱は柾目とする。

※特記なき限り、内部に使用する木材の見掛り面は上小節以上。ただし、抜節・死節は無しとする。

※特記なき限り、見掛り面以外は、並材以上とする。

※化粧材（スギ、ヒノキ）については、使用材料の選別等により色合いに著しいバラツキがないよう配慮すること。
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【中央エントランス】 縮尺　1/5床
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φ6半丸溝堀り,OP色差し×2本
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欅t20

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ床下地
　　土台  ：90×90＠909
　　束    ：90×90＠455
　　大引き：90×90＠455
　　根太  ：60×45＠303　すべてスギ（並材）とする階段床下地

　　構造用合板ｔ12
　　スギ90×90＠300

【中央エントランス】 縮尺　1/10階段

縮尺　1/15【中央エントランス】 下足入れ
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腰掛け
天板：欅t30
上面なぐり仕上
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縮尺　1/15【中央エントランス】 手すり
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手摺:ヒノキ100×40

手摺:St丸棒-19φ SOP

手摺子:StFB-4.5×32 ＠350 SOP

手摺子:StFB-12×65 ＠1050内外 SOP

横桟:StFB-9×38 3段 SOP

補強材:SｔFB-9×65 SOP

BPL:SｔFB-9×65 SOP

基壇:ヒノキ60×190
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手摺子:SUS角棒-30×30 HL
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※　本図、銅板は酸化緑青処理とする。


